
令和６年４月１日現在

8 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

150 人

144 人

129 人

15 人

144 人

0 人

0 人

1 人

8 人

1 人

7 人

1 人

0 人

1 人

133 人

0 台

0 台

0 台

8 台

0 台

年額 42,500 円

年額 36,500 円

16,000 円

16,000 円

※１：「消防団の組織概要等に関する調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

078-578-2119

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 兵庫県
所在地

〒653-0016

市町村名 神戸市 神戸市長田区北町３丁目４番８号

消防団事務所管 神戸市消防局消防団支援課 電話番号（直通） 078-578-0119 FAX

消防団名 神戸市長田消防団 メールアドレス nagata_syobodan@office.city.kobe.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city.kobe.lg.jp/a77463/nagatasyouboudan.html

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 　神戸市長田消防団では、心肺蘇生法の一連の手順を楽しみながら学べる「長田救
命体操」を女性団員が中心となって制作し、地域のイベントや防災訓練において団員
と市民が一緒になって体操を行うことで心肺蘇生法の普及啓発を行っています。子供
から大人まで、誰でも簡単に心肺蘇生法のポイントを学べるものに仕上げています。
　加えて神戸市長田消防団は、消防職員の立会いがなくても事業所への救急講習会
を実施できる神戸市の民間救急講習団体（通称：ＦＡＳＴ）の登録団体として、長田区内
の中学２年生に対して実施される救急講習会の多くを令和２年度から団員の手で実
施しています。
　これまでは地域の救急インストラクターがボランティアで実施していた中学生への救
急講習を消防団が担当することで、将来の消防団員の担い手となり得る世代との接
点を確保すると共に、応急手当の着実な普及・啓発に取り組んでいます。
　また昨年度から、数校ではありますが地域の小学校に団員が講師として出向き防災
教育の授業を行ったり、校外学習として消防団詰所の見学を実施しています。
　神戸市長田消防団は、災害対応、地域で行われる防災訓練等での指導、各種行事
の警備といった通常の業務に加えて上述の取組みを積極的に推進しており、小学生
から学校関係者や保護者、地域住民と幅広い世代に消防団の活動を知ってもらい、
防災意識の向上に寄与しています。"
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和６年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


